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１）細胞診断能力開発プロジェクトについて 

２）２０２３年細胞検査士資格更新申請について 

 

 

１） 第２回 細胞診断能力開発プロジェクト（ プロジェクトABCD ）について： 

    兵庫県細胞検査士会 会 長 鳥居良貴 
 
 

 いつも兵庫県細胞検査士会の活動にご理解、ご協力いただき誠にありがとうございます。 

兵庫県細胞検査士会メールジャーナルにもご案内しております「ABCDプロジェクト」。 

このプロジェクトはセルフスタディとして、Self-Study Survey（自己学習のための細胞テスト）を目的に 

教育的視野から自己学習を行う形式として実施しております。 

もちろん外部精度管理ではなく、また強制でもなく自由参加な自己学習テストです。 

「第2回ABCDプロジェクト」を届けさせていただきます。 

既に兵庫県細胞検査士会ホームページ（http://hyogoct.com）のトップページにあります「症例検討」に 

公開しております。 

症例検討 → パスワード入力くださいとありますから、半角にて下記入力ください。 
 

 8AQ4hd63eF 
  

第1回と同様に、実際に試行していただき、ご意見ご感想がございましたら本メーリングリストに 

お寄せください。よろしくお願いいたします。 
 
 



 

 

２) ２０２３年 細胞検査士資格更新申請について 

 

 

 
細胞検査士資格更新のお知らせが、日本臨床細胞学会ホームーページ内に掲載されております。 

対象の方は、ご確認下さい。 

（今年はブルーカードの方が対象です。） 
詳細は下記リンク先もしくは、学会ホームーページからご参照ください。 

 

 

 

日本臨床細胞学会 イエローページ ↓ 

 

https://cdn.jscc.or.jp/wp-content/themes/jscc/zassi/62-3yp/62-3-09.pdf 

 

 

 

 

 
 

 



 

 

 

 

 
 

 

「 ロングウォーク  」  
 

 

神戸大学医学部附属病院 塚本 龍子 

 

 

 

 

映画 「 ハリーポッター 」 のロケ地でも有名なイギリスのウィンザー城から、まっすぐに続く 

長さ約４キロの 「 ロングウォーク 」 と呼ばれる一本の道があります。 

緑の芝生とプラタナスの木々が両脇に植えられた美しい並木道で、ジョージ３世の銅像が 

聳え立つ最終地点からの眺めは、ロンドンの街とウィンザー城が一望できる絶景です。 

２０１９年８月、同窓生約５０人によるイギリス・フランスツアーで訪れた思い出の地の１つです。 

以降、新型コロナ感染拡大により渡航が困難となっていきます。 

このツアー参加には、当時いろんな問題を抱え勇気が必要でした。 

『 遅参その意を得ず 』 が脳裏に浮かび機を逸することなく、黄金の思い出を刻むことができ

たのです。 

 時に立ち止まり、新たな一歩を踏み出さなければならないとき、この 「 ロングウォーク 」 の

景色が私に勇気を奮い起こす大切さを思い出させてくれます。 

 

最後まで読んでいただき、ありがとうございました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 



 

 

～様々な角度から見てみよう～ 
「せるツイート」では、基本症例から難解症例、背景の物質や、油浸でみる細胞など様々な細胞像を 

ゆる～いノリで出題または紹介いたします。 

色んな角度から見た細胞像を気軽に共有しませんか？ 

もしかしたら、新たな発見があるかも！？ 

気になる細胞を「クイズ形式」や時には逆に教えてくださいと、「なげかけ形式」で紹介したいと思います。 

※奇数月は問題、偶数月は回答やご意見を掲載いたします。 

症例１０の回答はこちら↓ 

 

         ＜ 症例１０＞  年齢および性別 ： ７０歳代 女性 

                                            検体                ： 耳下腺腫瘍 穿刺吸引 

  

この結晶は何でしょう？ 

回答編 



＜回答＞ 

ヘマトイジン結晶 

 
 

＜所見＞ 
赤血球や好中球、組織球を背景に、黄褐色調の針状+顆粒状の結晶を認めます。 

結晶の形状から、ヘマトイジン結晶とビリルビン結晶が鑑別に挙がります。 

本症例では、臨床所見に黄疸はありませんでした。 

過去の出血を要因としたヘマトイジン結晶と考えます。 

 

 

＜解説＞ 
ヘマトイジンは、閉塞した環境内での出血に伴い赤血球が貯留し崩壊する際に 

ヘモグロビンから形成される分解産物です。 

ヘマトイジン結晶の性状について、色調は黄褐色調から赤褐色調で、 

形状は菱形、針状、顆粒状など多彩です。 

結晶の形状・性状からは、ビリルビン結晶との鑑別を要します。 

 

 

＜参考＞ 
「 見落としやすい尿沈渣成分 ヘマトイジン結晶 」 検査と技術 vol.51 no.1 2023 
 



５．編集後記  

ジャーナル担当：岡田、片山、黒田、坂本、濱武 、山口  

 

 

８月も終わりが近づき、子供たちの楽しい楽しい夏休みも残りあとわずかとなりました。 

残り時間を有意義に使っている子もいる反面、宿題に追われて毎日机に向き合っている子も 

いるのではないでしょうか？ 

皆様の周りではいかがでしょうか？（ 自分は後者でした・・・。 ） 

ただ夏が終わっても、この暑さはまだ続きます！ 

引き続き熱中症には十分に気をつけて乗り越えていきましょう！ 

  
 
 

 
 

兵庫県細胞検査士会メーリングリストでは、メールジャーナルを初め、勉強会等、様々な情報を配信して

います。 

ご職場やお知り合いの方などで、登録が未だの方がいらっしゃれば、ぜひこの機会にお勧め下さい！ 

皆様のご協力をお願いいたします。 
  

メーリングリストへのご登録、変更および登録解除はこちらから↓ 

兵庫県細胞検査士会 メーリングリスト 
 http://www.hyogoct.com/ml-info.html 
 
 

兵庫県細胞検査士会へのお問い合わせはこちらから↓ 
 
http://www.hyogoct.com/office.html 
 
  

兵庫県細胞検査士会ホームーページ↓ 
 
http://www.hyogoct.com/index.html 

 

※兵庫県細胞検査士会では、 

メーリングリストへの登録をお願いしています！ 


